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電気工学科における学生の数学の理解度意識調査

田畑季章

An lnvestigation intoElectricalEngineeringStudents'
Consciousness ofUnderstandingMathematics.

ToshiakiTAHATA

(昭和63年10月30日受理）

Thisreport isbasedontheresearchannouncedbytheauthoratKushiroin

August, 1988.ThecontentsaretotalresultsoftheinvestigationintoElectricalEngineering

students' consciousnessofunderstandingmathematics･ Theinvestigationwasmadein

thewaystudentsexaminetheirknowledgeofmathematicsbythemselves、

Accordingtotheresults, transitionsoflevelofunderstandingineachgradeare

classified intoseveral characteristicgroups・ Thesecharacteristicsarerelatedto the

frequencyofusingmathematicsinthesubjectsofElectricalEngineering.

調査対象学生は本校電気工学科2～5年生のほぼ

全員で，個人個人の自己評価によって理解度を次の

5段階とした。

(A] :よく理解しているといえる。

(B) :おおむね理解しているといえる。

[C] :あまり理解していないが習ってはいる。

[D) :習ったようだがほとんど理解していない。

[E) :習っていない。まったくわからない。

このほか，習ってはいないが自分で学習したこと

があるというものを〔自主学習〕 として加えた。ま

同時に数学にたいする〔好き・嫌い〕や〔得意・

不得意〕についても聞いてみた。

なお， これらの調査時点は昭和63年5月末である。

1． はじめに

筆者は昭和63年8月に釧路市で行なわれた文部省

主催高等専門学校教育研究集会に参加し，発表する

機会を得た。この研究集会は，高専における専門教

育と数学教育の在り方，および教育効果を上げるた

めの相互の工夫改善について研究協議することを目

的としたもので，筆者は「数学と電気・電子系工学」

の分科会に入り， 「数学・応用数学のカリキュラム

と専門科目との整合について」と題する研究協議題

のグループに属して， 「電気工学科における数学と

のカリキュラムマッチングと学生の理解度」と題し

て研究発表を行なった。この発表に際して基礎資料

としたものに，本校電気工学科学生に対して行なっ

た，数学の諸項目に対する学生の理解度を調査した

ものがある。これの詳細な内容については，先の研

究集会においては時間等の都合上，公表できなかっ

たのであるが，今後の数学と専門との連係，あるい

はカリキュラムの進め方や内容について，なんらか

の参考になれば幸いと思い， この機会に報告させて

頂くことにした。

3． 調査結果

表1～表4は,各学年の全項目に対する理解度[A]

~(E)および〔自主学習〕のパーセンティジを集計

したものである。 0 （％）は空欄にしてある。

これらを学年を通じて傾向別に分類してみると，

おおよそ次のように

（ｲ） いったん習えば理解度力§高く，そのまま維持

される項目

（ﾛ） 習った後，学年進行につれて理解度が上昇し

ていく項目

例学年によって理解度にアンバランスがある，

2． 調査方法

調査した一般数学・応用数学の項目は表1以下に

示したように23グループ124項目である。
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番号 項 目 A B C 、 E

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

I

2

3

4

5

C

7

8

9

20

21

22

23

二次方租式

その他の方履式

不等式

句面駐

分蝕因鼓

臆理屈敵

三角関散

世H図杜

対鼓図亜

複緊敬

命屈と必良十分条件

錐台

二次曲嫁

不等式と飼峻

四厘劃負

媒介変敵

極塵鯉

三凌酋画

遍列・組み合わせ

二項定理

散列

散列の橿隈

級敵

78 9

66 3

60 6

57 9

31 6

26 3

6 3

31 8

38 8

7 9

2 8

2 6

21 1

23 7

18 4

7 9

28 3

2．6

13．2

13．2

7．9

2】

42

36

38

66

66

76

80

52

86

26

13

62

80

39

60

44

7

16

7

83

66

60

1

1

8

8

3

3

3

6

6

8

3

2

8

6

5

0

7

9

8

9

2

3

6

2．6

2．8

13．2

18 4

16 8

7 9

10 6

23 7

67 9

28 3

7 9

13 2

23 7

28 9

10 4

13 2

28 3

21 1

21 I

28 3

26 3

2．8

2．8

2．6

10 6

31 8

】0 5

2 8

13 2

13 2

10 6

28 9

28 9

13 2

2 8

2 8

5 3

2．8

2．8

26．3

7．9

6．3

60．0

28．3

67．9

2．8

24 ベクトルの演算 2．6 10 6 6 3 13 2 86．8

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

38

37

38

39

40

41

42

43

44

46

46

47

48

49

50

51

52

63

54

56

66

57

68

59

60

ベクトルの内碩・外砿

ベクトルの一吹強ウ性

行列式

行列・逆行列

行列と一吹変損

固有画と固有ベクトル

関敵の擾隈・速墜性

整関散の傲分

有理閃敵の蹴分

臆理関歓の殿分

贈散・対敵面散の徽分

三角問敬の殿分

逆三角関散の巌分

関散の畦・圏小

披醸の方唖式

デイヲー展図（1変致）

近似式と圃遅

双曲線問敵

益間敵の不定領分

有理図散の不定碩分

鱈理閏敗の不定領分

掘敵・対敵団散の不定碩分

三角関散の不定碩分

逆三角贋敵の不定頓分

定領分

定碩分の近似叶算

面碩・体旧の叶算（碩分応用）

曲繊の長さ （ ” ）

曲率 （ ” ）

■心・モーメント（ ” ）

園導因敵

全歎分

デイヲー展聞《2変敵）

多変散面散の極大・橿小

最大・甚小問凹

醒敵の騒分法

18．4

13．2

2．8

18 4

46 7

38 8

31 8

42 I

34 2

21 1

6．3

7．9

2．6

6．3

39． 6

42． 1

2．8

85． 8

50 0

55 3

47 4

47 4

62 6

39 5

10 5

31 S

2．8

2．8

2．6

2．6

7．9

5．3

7．9

2．8

13．2

2 8

6 3

34 2

23 7

6 3

2 8

13 2

2 8

5 3

16 8

7 9

7 9

28 3

36 8

3】 8

2 8

】3． 2

21 1

5 3

6 3

2 8

6 3

13．2

5．3

7．9

2．8

28．9

6 3

5 3

？ 9

6 3

6 3

2．6

2 8

2 8

6 3

2 8

6 3

7 9

10 6

16 8

2 8

23 7

3 2

0 6

0 6

0 6

0 5

7 9

7．9

2 8

6 3

6 3

2 8

2．8

2．8

6．3

92． 1

89．6

16．8

86．8

94．7

5． 3

42 1

16 8

94 7

100 0

84 2

62 8

78 9

84 2

88 8

81 8

89 6

78 9

100 0

71 I

89 6

94 7

78 9

97 4

100 0

94 7

100 0

94 7

47 q

81 二■碩分 2．8 2．8 2．6 92． 1

62 立体の体頓叶算 （■砿分） 2．8 2．8 94 7

G3 立体の■心・モーメント〈”） 2．8 97 心

Bq 曲面頓の叶算 《 ” ） 2．8 2．8 94 7

86 特禺楓分 〈 ” ） 2．8 97 4

86 変敵分■彫殿分方腿式 100 0

67 麓彫儲分方圃式 100 0

68 その他の殿分方極式 100 0

89 傲分演再子 100 0

70 連立壁分方租式 100 0

71 圃傲分方租式 100 0

72 旗棄関散践の基遜 100 0

73 檀棄厳分 100 0

74 襖素碩分 100 0

75 複嚢関散の展悶 100 0

78 ベクトルの騒分法 2．8 97 4

77 ベクトルの檀分嵯 100 0

78 盆埠を曲田 100 0

79 スカラー堀とベクトル場 100 0

80 建碩分と函碩分 100 0

81 フーリエ級敵 100 0

82 フーリエ碩分 100 0

83 ヲプラス変換 100 0

84 逆ラプラス変歯 100 0

86 r閣飲 100 0

88 β関散 100 0

87 BeBBel関散 100 0

88 Legendre関散 100 0

89 麓盟叶旨法 100 0

90 差分法 100 0

91 猶問法 2．8 97 4

92 徽分方阻式の勧堕睡睦 2．8 97 4

93 度敵分宿 2．8 5．3 16．8 78 3

94 代衷■と飲む度 2．8 97 4

96 相団 100 0

96 画蹄分も lOO 0

97 連隣分も 100 0

98 厘本分緬 2．8 97 4

99 唾 100 0

100 検定 100 0

101 品質喰査 100 0

102 蚊忠取り検盗 6．3 94 7

103 確率 18．4 18．4 21 1 42 1

104 確率変敵・砿率分も

期待画

6

6

3

3

94

94

7

7

lOG 命皿函敬（鐘合麟） 7 9 92 1

107 撞箇 《 ” ） 100 0

108 関隠 （ 〃 ） 100 0

log 聞敗 （ ” 》 2．6 2．8 2．6 92 1

1 10 鎮合代敵 100 0

】 1 1 プール方極式 100 0

1 12 文宝促蝕 100 0

1 13 東 100 0

1 14 変分陸 100 0

1 15 グラフ理践 100 0

I 1G グヲジエント法 100 0

1 17 Z変慣 100 0

1 18 唾逮団畦 100 0

1 19 愉輯画璽肝 100 0

120 状皿方種式 2．8 97 4

121 6関散 2．8 97 。

122 分畝分騎 100 0

123 アルゴリズムの撹醜膿 7．9 13．2 10．6 83 2

124 コンピュータグヲフィクス 2．8 78 9
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番号 項 目 A B C 、 E

1

2

3

4

6

6

7

8

9

0

1

二次方程式

その他の方租式

不等式

麺致

分勧団■

舞理関数

三角園散

噌勘…

対範面動

腹素敵

命皿と必頁十分条件

73

48

53

61

43

9

24

17

14

2

7

2

8

7

2

9

8

4

1

8

4

3

28

48

43

39

38

48

68

48

48

61

43

8

3

9

0

8

8

6

8

8

2

9

4．9

2 4

4 9

17 1

34 1

17 1

31 7

34 1

31 7

38 8

2．4

2．4

4．9

2．4

2 4

12 2

12 2

2．4

2．4

2．4

2 纂合 2 4 29 3 41 6 19 6 4．9

3

4

6

6

7

8

9

20

21

22

23

2a

26

26

27

28

29

30

31

32

33

34

36

38

37

38

39

40

41

42

43

44

46

46

47

48

49

60

51

62

二次曲纏

不専式と■域

塵■璽撞

嘆介変散

壁侭

二次曲因

庫列。粗み合わせ

二項定国

敵列

敬列の“

敏散

ベクトルの演算

ベクトルの内楓・油

ベクトルの一次馳古梓

行列式

行列・逆1ﾃ列

行列と一次庇投

固有■と固有ベクトル

関敵の函・連唾性

”齢の蟹分

有…の蹴分

騒理関敵の鳳分

描散・対散開敵の殿分

三角関散の徽分

遵室角璽の徹分

醜の畦・橿小

唾の方租式

デイヲー展関（1変敵）

透型式と国整

壷唾導回壁

麺■の不定狼分

有唾関散の不定頓分

糧理関散の不定頓分

掘敵・対敵関敵の不定1日分

三角関敵の不唖分

逆三角関敵の不定頓分

趣分

定領分の近似lf算

画碩・体狼の計算（穣分磨用）

曲麓の長さ （ ” ）

34 1

26 8

19 6

14 6

19 6

2．4

9．8

4 9

7 3

2Z 0

9 8

22．0

26．8

24．4

9．8

63 7

39 0

22 0

29 3

29 3

9 8

17 】

12 2

2．4

48 8

34 1

22 0

14 6

22 0

9 8

31 7

4 9

19 6

9 8

41

68

41

58

68

7

9

7

43

3】

22

48

24

22

86

83

43

9

31

39

39

39

48

68

48

68

q3

4

4

9

41

4．3

39

63

68

41

6】

29

q3

48

6

8

6

1

1

3

8

3

9

7

0

8

4

0

9

4

9

8

7

0

0

0

3

1

3

6

9

9

9

8

6

9

0

7

】

6

0

3

9

3

22

12

31

28

24

31

48

48

31

48

48

2忽

58

19

9

7

31

9

53

7

22

31

24

14

34

】9

41

31

29

24

9

19

29

29

22

38

7

19

29

31

0

2

7

8

4

7

3

3

7

3

8

0

1

5

8

3

7

8

7

3

0

7

4

8

1

6

5

7

3

4

8

5

3

3

0

6

3

6

3

7

2 4

2 4

4 9

2 4

28．8

24 4

41 6

14 8

14 8

22 0

4 9

9 8

7 3

2 4

2 4

28．8

4．9

7．3

7．3

2 4

2 4

48 3

19 6

17 】

2．4

7．3

2．4

12．2

26．8

4 9

4 9

2．4

34． 1

17． 1

4．9

3．4

2．4

61．2

63．7

2．4

2．4

17． 1

48．3

46．3

2．4

】9．6

2 4

7 3

53 曲率 （ ” ） 2 4 2 4 7 3 86 4 2．4

54 ■心・モーメント（ ” ） 2 4 4．9 4 9 12 2 73 2 2 4

56 侭導関敵 7 3 19．6 26 8 19 6 22 0 4 9

56 全殿分 2 4 4．9 41 6 17 1 31 ？ 2 4

67 テイヲー展因（2変敵） 12 2 31 7 63 7 2 4

68

69

多垂函數の畦・極小

丑大・遷1個9

7

9

3

8

9

4

8

9

82

85

9

q

60 陰閏勧の厳分法 2 4 7 3 90 2

61 二■碩分 7．3 4．9 7． 3 80．6

62 立体の体狼叶算 （■碩分） 2．4 2．4 7．3 4 9 82 9

83 立体の■心・モーメント（”） 4 9 95 1

84 曲面頓の叶算 （ ” ） 2．4 2．4 2．4 4 9 87 8

86 特異蹟分 （ ” ） 2 4 14 8 4 9 78 0

88 麺分哩彫壁分方樫式 31 7 29．3 34 1 4 9

87 繊彫徹分方樫式 19 6 24．4 43 9 7．3 4 9

88 その他の傲分方程式 4 9 24．4 48 8 12 2 9 8

G9 徹分演算子 2．4 7 3 go Z

70 連ウ邑分方極式 4．9 2 4 92 7

71 倒徽分方租式 2．4 4．9 12 2 80 6

72 掴素面敵践の基慶 2．必 2．4 96 1

73 掴嚢儀分 2．4 97 8

74 櫨素穣分 2．4 97 8

75 檀素面敵の堪聞 2．4 97 8

78 ベクトルの職分法 100 0

77 ベクトルの槙分法 100 0

78 曲繍と曲因 100 0

79 スカヲー場とベクトル増 2．q 97 8

80 鐘碩分と面碩分 100 0

81 フーリエ級敵 2．4 97 6

82 フーリエ碩分 2．4 97 8

83 ラプラス変険 2．4 97 8

84 逆ラプラス変投 100 0

86 r函歓 100 0

88 β閃敗 100 0

87 Be88el閲敵 100 0

88 Legendre図散 100 0

89 麓曳叶■法 2．4 2．4 2．4 92 7

90 基分法 2．4 97 8

91 撞問法 2．4 97 8

92 職分方租式の倣堕解睦 2．4 97 8

93 度敵分布 2．4 2．4 95 1

94 代衷笛と散布度 IOO 0

96 相関 100 0

06 n敗分布 100 0

97 速農分布 100 0

98 ■本分布 97 8

99

100

101

推定

検定

品質検垂

100

100

100

0

0

0

102 抜白取り検査 2．4 96 1

103

104

砺率

砿率変敵・確率分布

9．8 12．2

2．4

12．2 86

97

9

8

106 期椅笛 2．4 96 I

106

107

108

109

1 10

】 1 1

1 12

1 13

1 14

1 15

l 1G

1 17

1 18

1 19

120

命腿関歓（纂合陰）

推箇 （ ” ）

閃係 （ ” ）

関敵 （ ” ）

纂合代散

プール方租式

文五代散

東

変分法

グラフ理薗

グラジエント法

Z変I負

哩逮図面

位相函鯛肝

状皿方極式

2．4

2．4

2．4

2．4

2．4

2．4

2．4

2．4

100

100

100

96

92

97

100

100

100

100

100

97

100

100

97

0

0

0

1

7

8

0

0

0

0

0

8

0

0

6

121 6間歎 100 0

】22 分散分梼 100 0

123 アルゴリズムの撹成法 19．6 36．8 38．8 7 3

124 コンピュータグヲフィクス 4． 9 9．8 63．7 29．3 2 4
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番号 項 目 A B C ， E

】

2

3

4

6

G

7

8

9

0

1

2

3

4

6

8

7

8

9

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

36

38

37

38

39

40

41

42

43

q4

46

48

47

48

49

50

61

62

63

54

66

58

57

68

59

80

二次方租式

その他の方厘式

不専式

整聞散

分毎回薮

鰹奄四量

三角関敗

鑓鮭暉動

剣蝕…

旗嚢散

命■と必要十分条件

鐘合

二次“

不専式と■域

鹿厘宴撞

僅介変敵

“■

＝准酋■

蘭列・■み合わせ

二項定函

敵列

欧列の唾

較敵

ベクトルの演算

ベクトルの内積・麺

ベクトルの一吹功ウ株

行列式

行列・麹ﾃ列

行列と一睡捜

固有■と固有ベクトル

困敬の四・垂性

聾関蝕の“

有理関敵の職分

鱈竃、の慨分

踊歓・対…の磯分

。図画の”

逆三角唾の■分

函敵の畦・極小

披鐘の方睡

ヂイヲー展国（1変敵〉

逓国式と璽整

唾…垂

麺分

有理函敵の不定蹟分

憾竃関散の…分

膳散・対飲関散の不定蹟分

三角関敵の不趣分

逆三角聞敵の不趣分

画分

唖分の近似If算

■積・体積の叶算（碩分応用）

曲釦の艮さ （ ” ）

曲率 （ ” 〉

■心･モーメント（ ” ）

■”舷

全”

デイラー展囲《2変敵）

多…敵の壁・屋小

昼大・■｡…

陰麺の函怯

73．0

37 8

69 5

48 8

40 6

18 9

32 4

24 3

18 9

2 7

21．6

27 0

10 8

13 6

21 8

6．4

6．4

2．7

2．7

2．7

2．7

18 9

64 1

37 8

21 8

29 ？

32 4

10 8

21 6

24 3

2 7

6．4

64 1

46 9

27 0

36 1

32 a

13 6

48 6

10 8

18 9

8 1

24 3

13 6

2 ？

2 ？

2 ？

8 1

27．0

69 6

37 8

46 9

68 8

82 2

84 9

73 0

84 9

70 3

】8 9

21 8

69 6

69 6

46 9

68 8

82 Z

13 6

18 Z

10 8

84 9

69 6

37 8

37 8

Z4 3

Zl 8

46 9

36 1

18 2

13 6

B2 2

40 6

6B 8

64 1

64 1

84 9

64 1

Ba 9

48 8

18 9

13 6

18 2

q3 2

61 4

69 6

48 8

B2 2

61 4

48 8

43 2

61 4

43 2

36 1

2 7

54 1

43 2

8 1

18 9

29 7

37 8

2．7

2 7

2 7

2 7

18 9

2 7

2 7

18 2

24 3

68 8

56 8

18 9

13 6

36 1

21 8

13 6

82 2

73 0

70 3

27 0

36 I

61 4

64 1

84 9

8盆 2

43 Z

61 4

87 8

70 3

18 2

6 4

6 4

24 3

lB 2

2 7

24 3

13 6

27 0

84 9

68 8

46 9

2 ？

2 7

10 8

10 8

2 7

24 3

2 7

29 7

27 0

37 8

48 8

69 6

18 2

29 7

70 3

68 8

43 2

40 5

2．7

21．8

21．8

6．q

6 q

2 7

18 2

10 8

10 8

2 7

6．4

2．7

6．4

6．4

2．7

8． 1

6．4

10．8

6．4

Z1．8

18．9

2．7

6．4

2．7

10．8

8． 1

6．4

10．8

18．2

8． 1

10 8

10 8

18 9

8 1

2．7

Z．？

2．7

2．7

8． 1

8． 1

6．4

6．4

5．4

8 1

8 1

8 1

8 1

8 1

2 7

8． 1

8． 1

13．6

8 】

2 7

6 4

6 4

2】 6

6 4

6 4

8 I

10 8

6 4

6 4

G1 一旦哩分 18．9 51 4 24 3 6 4

62 立体の体砿'十算 （亘碩分） 8． 1 37 8 q3 2 2．7 8 1

G3 立体の■心・モーメント《”） 2．7 8 1 61 4 18．2 21 8

6a ⑭百国の計算 （ ” ） 29 7 q6 9 13．6 10 8

66 特員領分 《 〃 ） 10 8 46 9 18．Z 27 0

66 亟分垣哩分麺式 6．4 48 6 40 6 6 4

G7 ■騨函方砠式 40 6 64 1 6 4

G8 その他の微分方匝式 21 6 B2 2 10．8 6 4

69 厳分演算子 2．7 29 7 q8 6 10 8 8 1

70 鐘ウ■分力極式 2 7 61 4 6 a qO 6

71 侭殿分極式 6．q 40 6 13 6 do 6

72 璽…堅牢＝ 13．5 29 ？ 27 0 8 1 21．8

73 壇幸国分 13 6 36 1 21 8 29 7

74 複嚢破分 8 】 】3 6 18 9 69 6

76 檀察関敬の屡困 2 7 】0 8 18 9 87 8

7e ベクトルの画分睦 2 7 6 4 8 1 83 8

77 ベクトルの破分瞳 2 ？ 6 4 8 I 83 8

78 盆律と曲■ 2 ？ 13 6 8 1 76 7

79 スカラー増とベクトル堀 10 8 13 6 2 7 73 0

80 陣領分と■穣分 10 8 8 ！ 5 4 76 7

81 フーリエ吸散 36 1 29 ？ 24 3 10 8

82 フーリエ領分 6 4 18 9 21 8 6a 1

83 ラプラス変険 8 1 18 9 29 7 37 8 6．4

8q 逆ラプラス変蟻 6 4 18 9 29 ？ 40 6 6．4

86

86

87

88

89

go

9】

92

93

94

96

9s

97

98

99

100

101

102

103

104

105

108

107

108

109

1 10

11 1

1 12

1 13

1 14

116

116

】17

】 】8

1 19

120

121

122

】23

r関敵

β関歓

BeBBel図勧

Legendre関散

■田叶■蛾

翅法

櫨西法

殿分方租式の赴憧駈睦

…分布

代衰値と散毎度

梧関

堕蝕分も

連“も

犀本分も

惟定

検定

品■喧書

唆さ取り桟盗

確率

■宰麺・砿宰分右

期待画

命顕飲（築合陰）

掘践 （ ” ）

図爆 （ 〃 ）

関敵 （ 〃 ）

侭合代蝕

プール方租式

文五代散

東

変分睦

グラフ”

グラジエント法

Z変挽

哩建庖勧

位観酉望唇

伐…式

6面散

分敢分斫

アルゴリズムの硯成睦

2．7

2 7

2 7

2 ？

2 7

2．7

2．7

2．7

21．8

18 2

13 6

21 8

21 8

21 6

2 7

2 7

32．4

】8．9

27．0

6．4

6．4

6．4

73 0

G7 8

69 6

69 6

69 6

69 6

27 0

21 8

27 0

37 8

69 6

69 6

64 1

5 4

2 7

2 7

6 4

2 ？

2 ？

】8．2

13．6

13．6

6．4

6．a

8． 1

8． 1

10 8

6 ＆

8 1

10 8

13 6

10 8

6 4

8 1

6 4

18 2

16 2

10 8

6 a

2 7

10 8

2．7

40．6

100 0

100 0

88 6

88 6

100 0

94 8

94 8

88 6

2 ？

6 4

13 6

10 8

8 1

8 1

68 8

84 9

87 8

64 1

2．7

83．8

91 9

94 8

83 8

91 9

91 9

00 0

00 0

00 0

00 0

00 0

00 0

00 0

00 0

00 0

100 0

97 3

43 2

124 コンピュータグラフィクス 6．4 2．7 83 8
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電気工学科における学生の

度

窒亙。

平成元年2月

巷号 項 目 A B C 、 E

1

2

3

4

6

6

7

8

9

10

】

2

3

4

5

1s

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

38

29

30

31

32

33

34

36

38

37

38

39

40

41

42

43

44

46

48

G7

48

49

50

61

62

63

54

66

58

67

68

69

二次方圃式

その値の方唾

不等式

函蝕

分鼓鹿蝕

壁画国蝕

三角函散

鐙団…

対敵関敵

麹窒鼓

命■と必宴十分条件

鐘合

－次盆導

不等式と■域

塵塵害喚

媒介…

錘屋

三左曲画

厘列・組み合わせ

二項麺

敵列

敬列の極限

腫敬

ベクトルの演算

ベクトルの内楓・外蹟

ベクトルの一法駒ウ体

行列式

行列・逆行列

行列と一吹変換

固有値と固有ベクトル

関敵の函・連唾性

璽掴■の国分

有理nの量分

璽璽鼓の墜分

踊蝕・対敵関敵の殿分

三角関敷の”

壷三角唾の国分

醜の畦･鋤、

唾の方限式

デイヲー展関（1変敵）

近似式と餌差

蓉詮垂一

…四五野疋碩万

有理関敵の不定領分

…散の不定領分

据敵・対麺放の不唖分

三角函敵の不趣分

通三角唾の不麺分

認分

定積分の近蜘卜再

■楓・体穣の叶算（碩分座用）

錘の長さ （ ” ）

“ （ ” ）

■心・モーメント〈 ” ）

■導関■

全”
■

テイヲー展開《浬垂》
一一一一一凸 一▲

麩・昌4種

72． 1

39 6

61 2

41 9

30 2

1 1 6

37 2

26 8

11 8

18 3

2 3

4 7

27 9

27 9

14 0

14 0

27 9

？ 0

2．3

14 0

9 3

△ 7

30 2

25 6

】 1 8

30 2

】8 3

14．0

41 9

26 8

9 3

23 3

32 8

4 7

23 3

Z3 3

18 日

9 3

7 0

44 2

27 9

7 0

18 8

26 8

2 3

37 2

26．8

18．3

2．3

27．9

18．6

2．3

2．3

27．9

63 6

48 8

41 9

61 2

39 6

56 8

86 】

82 8

61 ､2

32 8

34 9

53 6

66 8

41 9

al 9

39 6

18 3

30 2

18 B

48 6

27 9

41 9

48 8

6】 2

18 3

60 6

68 1

16 3

2 3

68 1

48 6

66 8

66 8

63 6

80 6

44 2

63 6

27 9

30 2

11 8

9 3

44 2

61 2

61 2

48 6

68 1

37 2

82 8

27 9

41 9

27 9

14 0

9 3

48 6

34 9

18 3

14 0

9 3

4．7

7．0

16 3

41 9

7 0

9 3

23 3

27 9

82 8

61 2

18 3

18 3

41 9

32 8

30 2

80 6

66 8

69 8

39 6

48 8

44 2

38 3

20 9

44 2

9 3

26 8

72 1

27 9

25 6

4 7

16 3

23 3

Z3 3

7 0

34 9

23 3

41 9

61 2

86 1

85 】

7 0

20 9

37 Z

30 2

18 3

61 Z

48．8

26 8

48 8

6Ⅱ 2

37 2

18 8

41 9

89 8

34 9

41 9

2．3

4．7

2．3

7．0

2．3

4．7

9．3

2．3

2．3

11 8

2 3

14 0

9 3

9 3

14．0

7 0

4 7

2 3

20 9

7．0

39 6

2 3

2 3

2 3

11 8

14．0

7．0

14．0

08．8

2．3

4．7

4．7

7．0

Z0．9

7 0

7 0

26 8

44 2

7 0

4 7

11 8

37 2

26 8

4．7

2．3

2．3

4．7

2．3

7．0

。．7

30．2

4．7

2．3

筆●⑪

2．3

2．3

9．3

7．0

20．9

80 …の量分睦 9 3 26 8 20 9 44．2

81 二■破分 23．3 48．曲 26．8 2．3

B2 立体の体碩If算 （■頓分） 11．8 41 9 41 9 4 7

63 立体の■心・モーメント 《”） 2．3 11 6 27 9 37 2 20．9

84 曲■麺の叶算 〈 ” ） 23 3 48 6 26 8 4．7

86 特異積分 （ ” ） 2．3 1q 0 48 6 20 9 16．3

88 宴薮分■摩■分力極式 27．9 39 6 27 9 2 3 2．3

87 律形騒分方屈式 9．3 39 6 qq 2 7 0

88 その他の”方阻式 23 18 8 63 6 23 3 2．3

89 微分演算子 4．7 9 3 27 9 30 2 Z7 9

70 砲古岱分方極式 2 3 4 7 37 2 20 9 34 9

71 ■壁分方唾式 2 3 16 3 32 8 30 2 18 8

72 窟麺敗陰の基画 18 6 39 6 23 3 j4 0 4 7

73 複泰徹分 9 3 26 8 27 9 30 2 7 0

γ4 旗奉領分 7 0 27 9 30 2 30 2 4 7

76 棲棄関敷の展囲 2 3 18 6 39 5 27 9 11 8

78 ベクトルの蹴分法 7 0 18 8 32 6 30 2 1】 8

77 ベクトルの田分塗 7 0 18 8 32 G 27 9 14 0

78 垂と曲画 7 0 】1 8 39 6 37 2 4 了

79 スカラー増とベクトル場 ？ 0 30 2 48 8 14 0

80 陸穣分と西積分 11 6 27 9 48 8 11 8

81 フーリエ鞍敷 25 6 66 8 16 3 2 3

82 フーリエ碩分 】 1 8 44 2 37 2 4 7 2．3

83 ヲプラス変換 20 9 48 8 30 2

84 逆ラプヲス変換 14 0 39 6 44 2 2．3

86 r関歓 9 3 48 5 41 9 2．3

88 β塵敵 27 9 4q 2 27 9

87 Bes8el閣敵 2．3 44 2 48 6 7 0

88 Legendre関、 4 7 7 0 88 4

89 陣璽叶■嘘 2 3 2 3 93 0

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

00

差分怯

撞問法

殿分方極式の壁画凹睦

虜散分布

代衷値と敢拓度

相閲

回唖分布

連鶴分壱

毎本分布

推定

檎定

14．0

7 0

4 7

4 7

4 7

2．3

61 2

41 9

9 3

14 0

14 0

14 0

4 7

2 3

7

9

1 】

26

34

80

48

39

48

26

14

0

3

8

8

9

6

6

5

5

8

0

11

2

ql

9

11

20

23

23

23

18

11

8

3

9

3

8

9

3

3

3

3

8

81 4

88 q

44 2

4．7

4 7

11 e

18 8

18 3

63 6

72 1

01 晶画喰査 14 0 18 3 86 1

02 泣き取り検査 7．0 25 8 23 3 41 9

03

04

06

37．

箪率

確率変敵・確率分布

朋拘函

合皿腐敵（纂合践）

2．3 48．8

18．3

14．0

4】

48

37

14

9

6

Z

0

7

Z6

27

27

0

8

9

9

11 8

20 9

68 1

107 椎践 （ ” ） 2 3 18 3 79 1

】08

log

110

1 1 】

1 12

l l3

閥憾 （ ” ）

閲敵 （ ” ）

篤合代散

プール方種式

文竃代敵

東

2．3

4．7

2．3

2．3

4．7

2．3

2 3

9 3

9

9

18

18

4

7

3

3

8

8

了

0

88

76

74

78

93

93

4

7

4

？

0

0

1 14 変分法 2 3 96 3

1 15

1 18

1 17

】 18

1 19

120

グヲフ理蹟

グヲジエント睦

Z変換

哩逮面薮

位檀面解斫

状皿方圃式

2．3

2．3

18．3

1ル8

2．3

14 0

97

83

88

100

97

88

7

？

0

0

7

0

121 6関数 14．0 18．3 37 2 30 2

122 分飲分厨 Z、3 4 7 93 0

1Z3 アルゴリズムの轍成法 9．3 32 8 63 6

124 コンピュータグヲフィクス 2．3 2．3 4 7 78 7
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田畑季章

分
の

麺
鯏
℃
聴

少
封
Ｎ
へ
、

二次方程式
100

ｇ
ｏ
○
ａ

100

／

必
理
解
度
（
％
）

理
解
度
（
％
）

ｇ
ｏ

大 極小
?－．
偏導関勢

子････････ '｡.｡‐

１
９
“
ｇ
二
Ｊ
△
Ｊ

形
式
離
程
分
方

面
蝋
燭50

50

ノラプラス変換

幻

0
0 4年 5年
2年 3年 4年 5年

図1 理解度(A+B)の学年推移-(イ）

即ち特定の学年だけが高かったり低かったり

する項目

（二） 習っても理解度が低いままで推移してしまう

項目

と四つのタイプになる。これらについて理解度[A

+B)をもって理解しているとし，学年による理解

度良の推移をタイプ別にしていくつかの項目の例を

図示してみると，図1～5のようになる。

これらの理解度をみると，専門でよく使われる項

目は，習った後も高い理解度が維持され，あるいは

理解度が上昇していく。 しかし，習ってもその後あ

まり使われない項目や使われ方にムラがある項目は，

理解度が低下していったり，学年によってムラが出

たり，あるいは低いままで推移してしまったりする。

一般的には基礎的な項目（特に1 ， 2年生の基礎

的カリキュラム）には高い理解度を示しており，特

に方程式，不等式，関数，微分，積分などはどの学

年も[A]が高い。また三角関数は[A]が確実に

上昇している。

しかしこれらは自己評価であるから，時に学生の

勘違いがある程度含まれていると思われる。参考ま

でに，本校において各項目が学生に教授される最初

の時期と担当科（数学・専門の別）を表5に示す。

図2理解度(A+B)の学年推移-('f)

100

フーリエ級数
0

理
解
度
（
％
）

蕊
50

開

冨言ご言ごごご二邸，
0

2年 3年 4年 5年

図3理解度(A+B)の学年推移-(Q)

秋田高専研究紀要第24号
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電気工学科における学生の数学の理解度意識調

1
100

行列式

の

理
解
度
（
％
）

理
解
度
（
％
）

50 畷
。

。集合 わせ

９
１
．

0
3年2年
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93 度数分布 3－C 数学

94 代褒値と散布度 3－C

95 相間 2－B 専門

96 趣散分布 3－， 数学

97 連縫分布 3－， 中

98 屋本分布 3－，

99 推定 2－B 専門

00 検定 3－， 数学

01 品質検査 5－C 専門

02 撞き取り検査 ／ ／

03 砿率 3－C 数学

04 確率変数・確率分布 3－C

05 期待圏 3－C

06 命題間数（築合銭） ／ ／

07 推鵠 （ 〃 ） ／ ／

08 問係 （ 〃 ） ／ ／

09 間数 （ 〃 ） ／ ／

10 集合代数 2－C 専門

11 プール方程式 ／ ／

12 文軍代数 ／ ／

13 束 ／ ／

14 変分法 ／ ／

15 グラフ理践 ／ ／

16 グラジエント法 ／ ／

17 Z変換 5－， 専門

18 里述問數 5－，

19 位相面解研 ／ ／

20 伏態方程式 ／ ／

21 6因敷 4－A 専門

22 分散分折 ＊3D 数学

23 アルゴリズムの樽成法 2－A 専門

24 コンピュータグラフィクス 2－C

6】 二唾積分 3－B 専門

62 立体の体恨計算 （Ⅲ検分） 3－， 同時

63 立体の重心・モーメント （〃） 3－， 敵学

64 曲面積の計算 （ 〃 ） 3－，

65 特異積分 （ 〃 〉 3－C 専門

66 …分鍾形壁分方程式 3－A 散学

67 鐘形傲分方程式 3－A 〃

68 その他の蹴分方程式 3－A

69 傲分演算子 3－B

70 連ウ壷分方程式 3－B

71 侶徴分方程式 3－B

72 複素因数践の基礎 4－A 間時

73 複素微分 4－A 専門

7ユ 複棄穣分 4－A

75 複棄関歎の展問 4－C

76 ベクトルの傲分法 4－A 散学

77 ベクトルの領分法 4－A

78 曲鍵と曲面 3－C 専門

79 スカラー場とベクトル場 3－，

80 雑領分と面積分 3－， ウ

81 フーリエ級数 3－， 〃

82 フーリエ領分 3－，

83 ラプラス変換 4－A 〃

84 逆ラプラス変換 4－A 〃

85 r関敵 2－， 散学

86 β関敵 2－， 〃

87 Bessel回数 5－C 専門

88 Legendre閲散 ／ ／

89 聾型計画法 4－， 専門

90 差分法 4－，

91 捕問法 ＊4A 敬学

92 醗分方程式の数瞳解逵 4－A 専門

31 間数の極限・連暁性 2－A 専門

32 笈間数の傲分 2－A

33 有理間数の微分 2－A 〃

34 舞理間数の微分 2－A

35 描畝・対敵問畝の融分 2－B 数学

36 三角聞数の微分 2－A 専門

37 逆三角間数の蹴分 2－B 散学

38 問歎の極大・極小 2－A 専円

39 接嫉の方圃式 2－A

30 テイラー屈閲（1変数） 2－C 敵学

41 近似式と誤翌 2－A 専門

42 双曲鐸間塾 2－C 歓学

43 笛間数の不定穣分 2－A 専門

ユ4 有理間数の不定領分 2－A

45 蟹理間数の不定穣分 2－， 数学

46 括数・対敵関数の不定阻分 2－，

47 三角間数の不定賦分 2－A 専門

48 逆三角間散の不定楓分 2－， 敵学

49 定領分 2－A 専門

50 定積分の近似計算 3－A 敵学

51 面碩・体穣の叶算（領分応用） 2－A 専門

52 曲腺の長さ （ 〃 ） 3－A 数学

53 曲率 （ 〃 ） 3－A

54 ■心・モーメント （ ” ） 3－A

55 傷導間敵 3－A 専門

56 全微分 3－B 散学

57 テイラー展問（2変数） 3－B

58 多変動問敢の極大・園小 3－B

59 最大・最小問題 3－A 専門

60 陰問敬の微分法 3－C 数学

番号 項 目 時期 軟科

1 二次方程式 1－A 数学

2 その他の方穏式 1－A

3 不等式 1－B 同時

4 豆開敷 1－A 専門

5 分壁聞盈 －B 同時

6 糧理閲敵 －B 敵学

7 三角関敵 一C ◆

8 猛壁面薮 －，

9 対数層勧 －， ◆

10 複雷敵 一A

11 命阻と必要十分条件 一A

12 纂合 1－A 〃

13 三准曲律 1－B 専門

14 不等式と倒壊 1－C 数学

16 哩哩変撞 2－A

16 媒介変敵 2－A

17 極座概 1－， ザ

18 二次曲面 1－，

19 皿列・組み合わせ 2－A や

20 二項定理 2－A

21 数列 2－A 同時

22 数列の極限 2－A 敵学

23 騒敵 2－A 〃

24 ベクトルの演算 2－B

25 ベクトルの内領・外積 2－B 〃

28 ベクトルの一夜鞄ウ件 2－B

27 行列式 2－B 専門

28 行列・逆行列 2－C 準

29 行列と一次変換 2－C 〃

30 固有価と固有ベクトル 2－，



－46－

田畑季章

表8数学に対する好き・嫌いと
得意・不得意（％）

ただしここでは数学・専門両科とも標準的な授業進

度の場合とし，専門では卒業研究を含んでいる。時

期の記号は，数字が学年，英字は

A:年度当期～前期中間

B:前期中間後～前期末

C:後期当初～後期中間

D:後期中間後～学年末

を表わしている。なお＊の記号はかならずしも一般

的でない進度の場合である。

これで進度の比較をしてみると，数学が最初に扱

う項目が62,専門が数学に先行する項目が43,同時

が5である。なお，両科とも取り上げない項目は14

であった。

最終的に5年生で，どのような項目が高いか低い

かを，両科とも取り上げる項目について並べてみる

と表6， 7のようになる。

また，学生の数学に対する〔好き・嫌い〕 ， 〔得

意・不得意〕の調査結果を示す。表8は各学年の比

率，図6は全学年の平均の比率である。ただし，無

回答を認めている。

この結果をみると，電気工学科の学生は本質的に

は決して数学が嫌いではなく，むしろ好きであると

いえる。しかし理解，成績が伴わなくなり，またそ

の深みを知って，好きなのだが不得意であるという

自己評価につながっていくと思われる。

表6 5年生の理解度ベスト10

100

比
率
（
％
） 64.7

51．0

50

37.2

1“
0

得 回回
好得 普普 嫌不 無無

き意 通通 い意 答答

図6好き・嫌い，得意・不得意の平均

4． まとめ

以上のように学生の数学の理解度についてまとめ

てみた。この調査結果には弱点がある。一つには前

にも述べたように，学生の自己評価であるため必ず

しも正確でない部分が含まれること，また一つには，

同一学年を追跡調査したものではなく，同時に2～

5学年を調査したもので，理解度の学年推移という

点からすれば不満の残るものである， ということで

ある。しかしこれらの弱点を差し引いても，大きく

みればこれが現状をほぼ表わしているといえると思

われる。

電気工学にとって数学は，紛れもなく最も有力な

基礎科目である。この調査結果をみる限り，学生の

数学の力が伸びる基礎的条件はあると考えられる。

瑠騨度ワースト10
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好き・蟻い 何厘．不掘迩

学年 好自 普通 槌い 屋回答 得亜 廿通 不得璽 匿回番

2年

3年

23．7

31．7

7】 、 1

48．8

5．3

14．6

0．0

4．9

6．3

4． 9

71 ． 1

39．0

23．7

43． 9

０
』
２

●
一
●

０
２１

4年 13．6 78．4 5．4 2． 7 8． 1 56．8 32．4 2．7

5年 23．3 60．5 14．0 2．3 7．0 37．2 48．8 7， 0

■位 項 目 理解度A＋B

1 二次方程式

不等式

定積分

100．0

100 0

100 0

4 その他の方程式

三角関数

三角関敵の微分

93

93

93

0

0

0

7 行列式 90 7

8 …薮の働分

■回動の不定積分

88

88

4

4

10 整関数

不等式と領域

三角関敵の不定積分

83

83

83

8

8

8

竃位 項 目 理解度A

1 二次方程式 72． 1

2 不等式 61 2

3 塾閏勧の不定穣分 44 2

4 整閲数

整関数の微分

41

41

9

9

6 その他の方程式 39 6

7 三角閲散

定穣分

37

37

2

2

9 三角関数の微分 32 6

10 分量回敬

ベクトルの演算

行列式

30

30

30

2

2

2

困位 項 目 理解度A＋B

1 検定 0．0

2 推定 2 3

3 樫本分布 4 ？

4 垂命働外古田寺 7 0

6 睡興、四顧刀唾 9 3

6 ■心・モーメント

丘大・最4個皿

11

11

6

8

8 曲率

多変敷関敷の極大・掻小

微分演算子

相囲

連麓分布

期伶箇

14

14

14

14

14

14

0

0

0

0

0

0

■位 項 目 頸度A

1 ”・組み合わせ

行列と一次変換

定積分の近似叶算

多垂間数の極大・橿小

陰閲敵の微分怯

連瞳分布

種本分布

推定

検定

砿率変敵・確率分類

期掩値

0．0

0 ⑧

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0
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電気工学科における学生の数学の理解度意識調査

終わりに本調査の資料作成に御協力を頂いた本校

一般科目数学科，応用数学科および電気工学科教官

各位，また電気工学科学生2～5年生各位に対し，

厚く御礼申し上げる。

基本的には数学先行，専門追随実践という形が望ま

しいわけではあるが，すべてこの形にはできない。

必要な項目に対しては，数学と専門とでどちらが先

にということよりは，両科で同じ項目に対しては本

質的に同じということを明確にしつつ，それぞれの

立場でもって繰り返し教えることが効果的であると

思われる。

電気工学科においては，数学のもっている工学に

おける意味合いを肝要として，工学を理解し，実践

する手段として具体的に数学をとらえられるように

努力すべきであろう。

近々，カリキュラムの再編も行なわれる。数学と

専門とが互いの連係を強化していく上で， この調査
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報告がなんらかの参考になれば幸いである。
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